
第 20 回教育委員会 

 
 平成 30 年９月 18 日 

午 後 ３ 時 3 0 分 

本庁舎屋上会議室              

                           

案 件 

  報告第12号 教員の長時間勤務解消に向けた調査研究について 

 



平成30年度 教員の長時間勤務解消に向けた調査研究 中間報告書（抜粋版） 

 
１． 調査研究の進め方 

 平成 30年度の調査・研究では、モデル校の代表者が集まる作業部会で業務改善策の検討・検証を行

い、モデル校以外の校の代表者が参加する評価委員会において、全校展開に向けた検討等を行います。 

 

 
 
２． 調査研究スケジュール 

 夏休み期間に作業部会によるワークショップ（全４回）を行い、業務改善策の検討を行いました。２

学期にモデル校での検証を行い、３学期に全校展開の方法を検討する予定です。 

 

 

モデル校A
教頭

首席 教員

モデル校B
教頭

首席 教員

モデル校C

学年主任 教科主任

・・・・

作業部会

• 課題の深掘り、解決策の検討
• 検証方法の検討と検証状況の確認

検証校から一部管理職等が参加し、部会を構成

評価委員会
• 作業部会の検討・検証状況の評価
• 全校への展開方法の検討

意見等作業状況等報告

事務局

• 会議体の運営
• 各種資料等取
りまとめ

教育委員会
事務局

モデル校以外の校
a 校長

モデル校以外の校
b 校長

教頭

6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

1 会議体の構成検討

2 業務実施計画の策定

2

3

4

1 検証を行うモデル校の選
定

2 作業部会員の選定

1 課題の確認と解決の方向

性検討

2 業務改善策の検討

3 業務改善策の実施方法の

検討
1 業務改善策の検証手順整

理

2 検証に係るツール等整備

3 検証校に向け説明会の実

施
1 モデル校での実施

2 モデル校における実施状
況の確認

1 検証結果のまとめ

2 作業部会での結果確認

3 評価委員会向け資料の作

成

1 全校展開にむけた課題整
理

2 作業部会における課題解

決策の検討
1 調査検討結果のまとめ

2 評価委員会の意見を踏まえ

最終報告書の作成

検証結果のまとめ3

0 共通

作業部会の実施

検証結果のまとめ1

2 全校展開にむけた
検討

3 最終報告書の作成

検証手順・方法の

調整

1モデル校における

検証

2

2 業務改善策の実施

1 業務改善策の策定 1 作業部会の立ち上
げ

2 作業部会による業

務改善策の策定

作業項目

1 業務実施計画の策

定

事務局との定例会の実施

評価委員会の実施

△

キックオフ

△ △

中間報告

△ △ △ △ △ △ △

最終報告

△

第1回
△

第2回
△

第3回
△

第4回

△△ △ △ △ △ △



３． 検討を行った業務改善策 

 作業部会では、実施されている校務と時間外に行う問題点を抽出し、その改善策の検討を行いました。 

 

 
 
４． 検証する業務改善策 

 下記３点の検証の他に、「他校における取組状況の紹介」や、一部の業務改善策の実施に向けたヒアリ

ング調査も行う予定です。 

 

 
 

実現が期待される改善策について、
「導⼊時の課題の抽出」と、「期待できる効果の測定」を可能な限り、⾏う

モデル校における検証の目的

印刷等の簡易な業務を
教員以外が⾏う仕組み

事務削減効果と配置⼈数等の要件整理に向け

個々の教員による
時間外勤務の実績確認

意識付けへの有効性の確認と課題の確認に向け
 個人の時間外勤務の状況は、個人で把握可能なため、前月の全市
の状況や、各校の状況について、全員が確認できる形で掲示

 ⼀定時間に達した⽅への通知などが期待されたが、システム変更等が
必要になるため、今回は対象としない

 前⽉度からの時間外勤務時間の変化を前年度と⽐較し、意識付け
による効果を測定

アンケート等の回答期限や
回答方法の基準策定

効果的かつ現実的な基準設定に向け
 検証期間内に⾏われるアンケート調査の種類と対応内容、かかった
時間等の実態を把握

 モデル校の中から、代表校を選定し、アンケート対応の記録を依頼
 記録を分析し、解決策となる基準等の概要を検討

 教員以外に依頼できる具体的な事務の抽出
 スクールサポートスタッフの仮導入による事務の実施
 実施事務に対する時間削減効果を依頼教員から測定
 学校内にスタッフを配置した場合、印刷の制約の解除のみの場合に
分け、効果・課題の違いの把握


